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限
定
バ
ス
ツ
ア
ー
に
毎
回
応
募
さ
れ
る
ご
夫
婦
や
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
、
ま
た
お
一
人
で
の
参
加
者
も
何
人
か
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ー
ラ
ー
に
寄
せ
る
思
い
な
ど
に
も
触

れ
な
が
ら
一
言
ず
つ
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
、
本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
ポ

イ
ン
ト
、
特
に
第
４
楽
章
ア
ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
美
し
く
、

数
々
の
映
画
音
楽
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
解
説

が
あ
り
、
音
源
を
あ
わ
せ
て
聴
き
な
が
ら
、
演
奏
会
へ
と

気
分
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
全
員
参
加
型
で
あ
る
ツ

ア
ー
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
「
み
な
さ
ん
、
ど
ん
ど
ん
マ
イ

ク
を
要
求
し
て
く
だ
さ
い
」
の
声
に
、
メ
イ
ト
事
業
委
員

会
が
誇
る
知
識
人
で
あ
る
西
谷
剛
史
委
員
か
ら
は
詳
し
く

て
大
変
興
味
深
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
渋
滞
も
な
く
、
バ
ス
は
順
調
に
進
み
ま
し

た
。

　
予
定
時
間
よ
り
早
く
池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場
に
到
着
し

ま
し
た
。

　
さ
て
、
池
袋
駅
の
ほ
ぼ
真
ん
前
に
立
つ
東
京
芸
術
劇
場

は
、
平
成
２
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
20
年
あ
ま
り

で
の
劇
場
施
設
の
大
改
修
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
４

月
か
ら
１
年
５
か
月
間
を
全
面
休
館
し
て
、
老
朽
化
し
た

舞
台
設
備
、
音
響
・
舞
台
装
置
、
内
装
が
一
新
さ
れ
、
平

成
24
年
９
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
た
の

で
す
。
劇
場
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
ま
ず
驚

い
た
の
は
、
当
然
そ
こ
に
あ
る
は
ず
の
、
５
階
ま
で
一
直

線
に
上
る
あ
の
青
く
長
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
が
途
中
２
階
で

折
れ
曲
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
か
つ
て
「
恐
怖
の
エ
ス
カ
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季
節
は
も
っ
と
も
寒
さ
の
厳
し
い
１
月
半
ば
。
空
は
少

し
曇
り
空
。
数
日
前
に
は
15
セ
ン
チ
の
積
雪
が
あ
り
、
こ

の
日
も
と
に
か
く
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
な
ん
と
か

雪
に
も
降
ら
れ
ず
に
安
堵
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
足
元
や

そ
こ
か
し
こ
に
雪
が
多
く
残
る
松
本
か
ら
、
今
年
度
二
度

目
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
平
成
24
年
９
月
に
改
修
を
終
え
た
東

京
芸
術
劇
場
へ
向
か
い
ま
す
。
演
奏
さ
れ
る
の
は
松
本
で

は
な
か
な
か
聴
く
事
が
で
き
な
い
編
成
の
大
き
な
マ
ー
ラ

ー
交
響
曲
の
中
で
も
人
気
の
高
い
５
番
で
す
。
そ
れ
が
現

代
最
高
の
マ
ー
ラ
ー
指
揮
者
、
マ
ー
ラ
ー
の
巨
匠
と
称
さ

れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
エ
リ
ア
フ
・
イ
ン
バ
ル
と
都
響

と
い
う
最
高
の
組
み
合
わ
せ
で
す
の
で
チ
ケ
ッ
ト
は
当
然

完
売
と
い
う
人
気
の
高
さ
で
す
。

　
前
日
19
日
は
ホ
ー
ル
自
主
事
業
「
有
田
正
弘
〜
バ
ッ
ハ

父
子
の
肖
像
〜
」
の
夜
公
演
が
あ
り
、
参
加
者
の
中
に
は

遅
く
ま
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
か
れ
た
方
も
何
人
か
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
翌
朝
参
加
者
36
名
と
事
務
局
合
せ
て

44
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
朝
８
時
定
刻
ど
お
り
ザ
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
出
発
し
、
中
央
道
を
通
っ
て
東
京
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
は
中
央
道
松
本
I
C
へ
と
進
み
、
高
速
に
乗
っ
て

少
し
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
今
日
一
日
行
動
を
共
に
す

る
会
員
に
マ
イ
ク
が
回
り
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
会
員

東京芸術劇場リニューアル記念
1月20日（日）

東京芸術劇場コンサートホール

ハーモニーメイト演奏会
　　　　　　鑑賞バスツアー
ハーモニーメイト演奏会
　　　　　　鑑賞バスツアー

■
後
期
バ
ス
ツ
ア
ー

■
厳
冬
の
朝
の
出
発

■
東
京
芸
術
劇
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

インバル＝都響
新マーラー・ツィクルスⅤ

TEL026-259-2323 http://www.sunpian.com
長 野 市 高 田 3 2 1－2

限りない信頼を礎に。
スタインウェイピアノは、世界を舞台に活躍する

トップピアニストの90パーセント以上から

そのコンサートステージで選ばれています。
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レ
ー
タ
」
と
言
わ
れ
た
そ
れ
は
、
１
階
か
ら
２
階
で
一
旦

途
切
れ
、
２
階
か
ら
５
階
へ
と
乗
り
継
ぐ
よ
う
に
改
良
さ

れ
ま
し
た
。
併
せ
て
内
装
も
柔
ら
か
な
色
調
に
塗
り
替
わ

り
、
落
ち
着
き
あ
る
空
間
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
早
速
、

５
階
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
へ
上
が
る
と
、
ホ
ー
ル
の
天

井
は
以
前
の
華
や
か
な
色
彩
の
ま
ま
に
、
周
り
は
明
る
く

温
か
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
各
々
は
逸
る
気
持
ち
を
抑
え
、
各
々
も
ぎ
り
を
通
り
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
へ
と
入
り
ま

し
た
。
総
座
席
数
は
１
９
９
９
席
で
、
１
階
が
６
７
６
席
、

２
階
６
８
３
席
、
３
階
６
４
０
席
と
な
っ
て
お
り
、
私
た

ち
は
２
階
席
の
セ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
右
が
わ
。
舞
台
正
面

に
は
ガ
ル
ニ
エ
社
製
で
世
界
最
大
級
の
オ
ル
ガ
ン
が
、
ま

さ
に
聳
え
る
よ
う
に
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ル
ガ
ン
は

現
在
、
改
修
後
の
ホ
ー
ル
に
お
け
る
音
の
調
整
中
で
、
３

月
31
日
に
は
記
念
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。
場
内
は
ほ
ぼ
満

席
、
イ
ン
バ
ル
の
人
気
は
さ
す
が
で
す
。
正
面
か
ら
サ
イ

ド
に
目
を
向
け
る
と
、
大
理
石
の
冷
た
い
感
じ
が
不
評
だ

っ
た
壁
面
に
は
木
製
リ
ブ
が
取
り
付
け
ら
れ
、
こ
こ
に
も

何
と
な
く
落
ち
着
き
と
温
か
み
が
増
し
加
わ
っ
た
感
じ
が

し
ま
す
。
果
た
し
て
私
の
よ
う
な
耳
素
人
に
も
音
響
の
違

い
が
解
る
の
か
し
ら
。

　
い
よ
い
よ
開

演
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
始
め
は
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト

「
フ
ル
ー
ト
協

奏
曲
第
２
番
ニ

長
調
K
．
３
１

４
」
。
静
ま
り

返
っ
た
場
内
に

拍
手
が
沸
き
起

こ
り
、
抜
け
る

よ
う
な
ブ
ル
ー

の
ド
レ
ス
の
上

野
由
恵
が
イ
ン
バ
ル
と
と
も
に
登
場
で
す
。
彼
女
は
国
内

の
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
果
た
し
、
国
内
外
の
楽

団
と
も
積
極
的
に
共
演
す
る
実
力
派
で
す
。
イ
ン
バ
ル
の

タ
ク
ト
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
が
軽
快
な
、
新
春
に

ふ
さ
わ
し
い
第
一
楽
章
を
奏
で
始
め
る
と
、
軽
や
か
な
響

き
の
な
か
に
上
野
の
透
明
感
あ
る
フ
ル
ー
ト
が
加
わ
り
、

ま
る
で
労
わ
る
よ
う
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
の
協
奏
が
、
聴

く
も
の
を
異
次
元
へ
と
誘
い
ま
す
。
第
２
楽
章
か
ら
は
甘

く
切
な
い
響
き
と
聴
衆
へ
の
思
い
や
り
が
、
私
た
ち
の
座

る
２
階
へ
も
た
お
や
か
に
昇
っ
て
き
て
、
真
っ
赤
な
指
揮

台
と
青
い
ド
レ
ス
、
そ
し
て
白
い
譜
面
の
調
和
を
優
し
く

包
む
茶
色
の
壁
と
い
う
、
視
覚
・
聴
覚
と
も
に
を
潤
ま
せ

る
感
覚
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
上
野
が
演
奏
を
終
え
、
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
に
３
回
の

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
後
、
交
響
曲
演
奏
の
た
め
に
し
ば
し

間
が
あ
っ
て
、
二
曲
目
は
マ
ー
ラ
ー
「
交
響
曲
第
５
番
嬰

ハ
短
調
」
。
し
ば
し
ば
都
響
は
〝
マ
ー
ラ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
〞
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
か
。
イ
ン
バ
ル
の
タ

ク
ト
が
振
ら
れ
る
と
同
時
に
、
重
厚
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が

独
奏
で
第
一
楽
章
の
葬
送
行
進
曲
を
奏
で
ま
す
。
わ
ず
か

20
分
の
休
憩
時
間
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
世
界
を
全
く
別

の
世
界
に
変
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
ホ
ル
ン
の
低
音

と
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
響
き
が
荒
涼
た
る
大
地
、
砂
漠
の
よ

う
な
風
景
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
人
生
に
決
断
を
迫

る
よ
う
な
シ
ン
バ
ル
の
響
き
。
こ
の
楽
章
を
ピ
チ
カ
ー
ト

で
締
め
く
く
っ
て
、
第
二
楽
章
へ
と
進
み
ま
す
。
ま
さ
に

チ
ラ
シ
の
説
明
の
如
く
「
嵐
の
よ
う
に
、
大
い
な
る
激
し

さ
で
」
展
開
さ
れ
、
第
二
主
題
か
ら
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
力

強
い
リ
ー
ド
と
と
も
に
主
題
、
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

第
三
楽
章
に
入
る
と
、
ホ
ル
ン
が
自
信
を
主
張
す
る
か
の

よ
う
に
活
躍
し
、
弦
楽
器
の
爪
弾
き
と
ホ
ル
ン
の
競
演
は

三
拍
子
で
日
本
的
な
演
奏
で
し
た
。

　
こ
こ
で
イ
ン
バ
ル
は
仕
切
り
直
し
、
よ
う
や
く
交
響
曲

ら
し
く
ハ
ー
プ
と
弦
楽
器
が
美
し
く
音
楽
の
波
を
奏
で
る

有
名
な
第
四
楽
章
の
展
開
で
す
。
こ
の
楽
章
を
終
え
る
と
、

イ
ン
バ
ル
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
ホ
ル
ン
の
歌
い
出
し
を

指
揮
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
な
ど
が
加
わ
る
と
暗
く
重
々
し
い
世

界
に
夜
明
け
の
訪
れ
を
連
想
さ
せ
る
第
五
楽
章
。
心
の
底

か
ら
溢
れ
る
感
動
で
、
立
ち
上
が
り
た
く
な
る
衝
動
を
や

っ
と
抑
え
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
場
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
ブ

ラ
ボ
ー
！
」
の
大
コ
ー
ル
と
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采

に
、
イ
ン
バ
ル
は
指
揮
台
上
で
踊
っ
て
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
観
衆
と
演
奏
者
が
一
体
に
な
る
っ
て
、
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
に
７

回
も
コ
ー
ル
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
演
奏
の
余
韻
と
彼
の

人
間
性
に
存
分
に
浸
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　
終
演
後
、
ま
た
長
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
に
乗
り
、
目
の
く

ら
む
高
さ
か
ら
階
下
へ
下
る
と
、
そ
こ
は
既
に
現
実
の
世

界
。
帰
り
の
バ
ス
が
む
な
し
く
玄
関
前
に
到
着
し
、
乗
り

込
む
一
人
ひ
と
り
の
、
ス
テ
ッ
プ
を
上
が
る
足
も
心
な
し

か
重
そ
う
に
見
え
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
け
れ
ど

そ
の
の
ち
配
給
さ
れ
た
お
弁
当
に
、
参
加
者
の
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
の
を
私
は
見
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
降
旗
広
報
委
員
）

■
と
き
め
き
の
開
演

■
過
ぎ
て
し
ま
え
ば

「明治」の格調。くつろぎのホテル
松本民芸家具をセットした

北欧風ホテル

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ ☎（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料
消費税込円6,500 ■ツイン…■シングル… 円12,000ご提供時間　15：00～16：30（L.O）

●紅茶（ポットサービス　オリジナルアガベシロップをお試しいただけます）
●クロワッサンサンド（ハム・チーズ）　●スコーン（バター・ジャム）
●マドレーヌ　●フリアン　●プティーフール３種

ご提供時間　15：00～16：30（L.O） お一人様

￥1,500
お一人様

※ご利用３日前までにご予約ください　※お二様より承ります

●紅茶（ポットサービス　オリジナルアガベシロップをお試しいただけます）
●クロワッサンサンド（ハム・チーズ）　●スコーン（バター・ジャム）
●マドレーヌ　●フリアン　●プティーフール３種 ￥1,500

ラ
・
カ
フ
ェ
テ
ラ
サ

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
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協
奏
交
響
曲
ほ
か
、
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
を
華
や
か
な
演
奏
が
飾
り
ま
す
。

出
　
演
／
金
昌
国
（
指
揮
）
、
大
林
修
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）
、
河
野
文
昭
（
チ
ェ
ロ
）
、
青
山
聖
樹
（
オ
ー
ボ
エ
）
、

山
本
正
治
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
、
水
谷
上
総
（
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
）、
山
岸
博
（
ホ
ル
ン
）、
他

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ハ
イ
ド
ン
＝
協
奏
交
響
曲

変
ロ
長
調
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
協
奏
交
響
曲 

変
ホ
長
調 

Ｋ
．
２
９
７

ｂ
、
交
響
曲 

第
40
番 

ト
短
調 
Ｋ
．５
５
０

入
場
料
／
一
　
般
　
５
、０
０
０
円

　
　
　
　
メ
イ
ト
　
３
、０
０
０
円
【
全
席
指
定
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

グ
ル
ー
プ
名
の
K
E
Y
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
幅
谷
恵
理
、
ピ

ア
ノ
の
臼
田
由
香
里
、
渡
辺
か
お
る
三
人
の
頭
文
字
か
ら

と
り
ま
し
た
。
今
回
、
ピ
ア
ノ
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
シ

ョ
パ
ン
の
歌
曲
を
、
彼
の
母
国
語
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

で
演
奏
し
ま
す
。
ま
た

連
弾
で
、
唯
一
の
グ
ル

ー
プ
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も

披
露
し
ま
す
。
活
動
12

年
目
に
な
る
、
息
の
あ

っ
た
三
人
の
「
音
楽
」

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
シ
ョ
パ
ン
＝
幻
想
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
、
歌
曲

「
い
と
し
き
娘
」「
春
」「
二
つ
の
死
」、
他

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
K
E
Y

お
問
い
合
わ
せ
／
渡
辺
☎
０
２
６
３
（
５
７
）
７
９
８
２

長
野
冬
季
五
輪
の
年
、
１
９
９
８
年
に
発
足
し
た
混
声
合

唱
団
。
日
本
の
曲
に
限
ら
ず
、
オ
ペ
ラ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
５
年
に
１
度
の
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
１
部

は
〜
選
り
す
ぐ
り
の
言

葉
と
素
敵
な
メ
ロ
デ
ィ

に
乗
っ
て
〜
と
題
し
、

日
本
の
合
唱
の
名
曲
を
。

２
部
は
〜
歌
い
つ
踊
り

つ
華
や
か
に
ス
テ
ー
ジ

を
艶
っ
て
〜
と
題
し
、

オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
を

大
池
静
の
斬
新
な
振
付

と
凝
っ
た
演
出
で
お
楽

し
み
下
さ
い
。

指
　
揮
／
吉
野
恵
美
子

ピ
ア
ノ
／
有
賀
詩
織
、
宮
澤
和
子

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
第
１
部
　
木
下
牧
子
＝
お
ん
が
く
、
三
善

晃
＝
生
き
る
、
第
２
部
「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾

き
」
よ
り

ト
ゥ
ー
ラ
イ
フ
、
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
よ
り

メ
モ

リ
ー
、
他

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

お
問
い
合
わ
せ
／
林
☎
０
２
６
３
（
８
６
）
８
７
４
６ 

映
画
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
解
説

で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
な

ど
の
、
お
な
じ
み
の
ナ
ン
バ

ー
を
お
届
け
し
ま
す
。
映
像

も
織
り
交
ぜ
た
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

出
　
演
／
合
木
こ
ず
え
（
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
）
、
は
ざ
ま
ゆ

か
（
ピ
ア
ノ
）
、
狭
間 

壮
、

丸
山
多
江
、
室
賀
さ
え
り

（
う
た
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
、
あ
る
愛
の
詩
、
お
く

り
び
と
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
白
雪
姫
、

シ
ャ
レ
ー
ド
、
ベ
ニ
ス
に
死
す
、
他

入
場
料
／
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス
、
フ
ロ
ム
イ
ー
ス
ト

お
問
い
合
わ
せ
／
ム
ジ
カ
コ
ン
パ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
２
６
３
（
２
６
）
４
７
６
２

松
本
平
を
中
心
に
活
動
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
の
吹
奏
楽
団
に
よ
る

20
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

今
回
は
団
に
所
縁
の
作
曲
家
の

作
品
を
演
奏
す
る
ほ
か
、
20
回

を
記
念
し
て
音
楽
監
督
で
作
曲

家
の
戸
田
顕
に
委
嘱
し
た
作
品

組
曲
「
安
曇
野
」
を
演
奏
し
ま

す
。

指
　
揮
／
戸
田
顕

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
戸
田
顕
＝
第
20

回
記
念
委
嘱
作
品
組
曲
「
安
曇
野
」
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

＝
交
響
曲
第
８
番
ト
長
調
作
品
88
よ
り
第
４
楽
章
、
リ
ー

ド
＝
エ
ル
・
カ
ミ
ー
ノ
・
レ
ア
ル
、
他

入
場
料
／
大
　
人
　
１
、０
０
０
円
　

　
　
　
　
中
高
生
　
　

５
０
０
円
【
全
席
自
由
】

お
問
い
合
わ
せ
／
春
日
☎
０
９
０（
９
６
６
７
）７
７
４
０

今
回
は
、
声
と
楽
器
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
表
現
が
テ
ー
マ
で
す
。

声
（
朗
読
、
歌
、
謡
い
調
）
と
二

十
五
絃
箏
の
絡
み
合
い
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
源

氏
物
語
に
登
場
す
る
六
条
御
息
所

に
焦
点
を
当
て
た
「
ぼ
う
」
。
作

曲
者
荒
井
美
帆
も
友
情
出
演
し
、
演
奏
し
ま
す
。
御
息
所

の
心
の
移
ろ
い
を
迫
力
あ
る
二
十
五
絃
箏
の
演
奏
で
感
じ

て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
石
井
由
希
子
＝
夢
の
し
ず
く
、
吉
松
隆
＝

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
「
プ
レ
イ
ア
デ
ス
」
よ
り
、
荒
井
美

帆
＝
ぼ
う
、
高
橋
久
美
子
＝
化
（
け
）
、
千
秋
次
郎
＝
幾

山
河
、
他

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
こ
と
え
り
（
田
中
）

お
問
い
合
わ
せ
／
田
中
☎
０
２
６
３
（
２
５
）
８
７
０
９

TEL.0263-33-5568
TEL.0263-48-4311（島内営業本部）

（松本駅前店）お問合わせ

株式会社

～ヤマハ管楽器フェア～
５/１8（土）・19（日）am１０：0０～pm6：００

会場：松本駅前店

見て！　吹いて！　お試しください！

松本・塩尻・中信地区
伊那・駒ヶ根・上伊那
飯田・下伊那
諏訪・岡谷・茅野地区

コダマ楽器（1F～4F）
伊那いなっせ（8F）
いいだ会館（旧リンク会館）
諏訪文化センター（集会室）

5/18 19
5/25 26
6/1 2
6/8 9

2013

2013 学生支援特別制度有

選び抜いた世界の銘器が安い！！

18 19
クランポン、セルマー、ウィルソン、シルキー、バック、XO、イオ、アルタス、ヤマハ他

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
‥
00

第
12
回

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
K
E
Y

6/

8土

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

6/

9日
合
木
こ
ず
え
と 

は
ざ
ま
ゆ
か
の

世
界
を
旅
す
る
映
画
音
楽 

V
o
l.
３

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
‥
00

二
十
五
絃
箏
コ
ン
サ
ー
ト

6/

18火

合木こずえはざまゆか

■
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

ク
ー
ル
・
デ
ィ
マ
ー
ン
シ
ュ

１５
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

6/

9日

■
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　
■
13
‥
30

松
本
ウ
ィ
ン
ズ
・
コ
ン
ソ
ー
ト

定
期
演
奏
会 V
ol.20

6/

16日
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ジ
ャ
ズ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、

常
に
進
化
を
続
け
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
小
曽
根
真
と
、
鉄
琴
の
一

種
で
「
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
」
の

奏
者
と
し
て
は
世
界
で
最
も
有

名
で
、
ジ
ャ
ズ
界
を
牽
引
す
る

ゲ
イ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
の
デ
ュ

オ
が
松
本
に
登
場
し
ま
す
。
師

弟
関
係
に
あ
る
二
人
が
02
年
に
録
音
し
た
ア
ル
バ
ム
『
ヴ

ァ
ー
チ
ュ
オ
ー
シ
』
が
第
45
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
『
ベ
ス
ト
・

ク
ラ
シ
カ
ル
・
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
・
ア
ル
バ
ム
』
部
門
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
同
年
の
ジ
ャ
ズ
界
に
お
い
て
大
変
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
バ
ー
ト
ン
は
先
の
２
月
に
７

つ
目
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。今
回
は
久
々
の
共
演
ラ
イ
ヴ
と
な
り
、
旋
風

が
全
国
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
当
日
発
表 

入
場
料
／
一
　
　
　
般   

６
、０
０
０
円

　
　
　
　
メ
　
イ
　
ト
　
５
、０
０
０
円

　
　
　
　
大
学
生
以
下
　
３
、０
０
０
円
【
全
席
指
定
】

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４

創
立
47
年
、
第
40
回
の
記
念
演
奏
会
で

す
。
オ
ル
ガ
ン
と
の
豪
華
共
演
と
、
お

な
じ
み
の
唱
歌
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ

ー
の
選
曲
で
、
誰
も
が
楽
し
め
る
さ
わ

や
か
な
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
＝
ミ

サ
ニ
長
調
、
飯
沼
信
義
・
平
吉
毅
州
編

曲
＝
混
声
合
唱
に
よ
る
日
本
の
四
季
よ

り 

夏
は
来
ぬ
、椰
子
の
実
ほ
か
、大
竹

く
み
編
曲
＝
混
声
合
唱
の
た
め
の
ザ
・

ビ
ー
ト
ル
ズ
・
ソ
ン
グ
・
ブ
ッ
ク
よ
り

I W
an
t to
 H
o
ld
 Y
o
u
r H
an
d
,
L
et It B

e

ほ
か

指
　
揮
／
松
本
純
一
郎
、
草
間
裕
美
　

オ
ル
ガ
ン
／
保
田
紀
子

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
川
瀬
太
郎

ピ
ア
ノ
／
井
垣
里
沙
、
宮
島
祥
代

入
場
料
／
一
　
般
　
１
、０
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円

主
　
催
／
松
本
混
声
合
唱
団
　
　
　
　
　
【
全
席
自
由
】

お
問
い
合
わ
せ
／
竹
内
☎
０
７
０（
５
５
４
０
）９
０
９
３

昨
年
ウ
ク
レ
レ
の
教
則
本
を
出

版
し
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
好

評
を
博
し
た
棟
居
淳
と
、
ギ
タ

ー
、
ウ
ク
レ
レ
な
ど
60
以
上
の

著
作
が
あ
る
渡
部
力
也
が
タ
ッ

グ
を
組
み
ま
す
。
今
回
は
Ｊ
│

Ｐ
ｏ
Ｐ
曲
集
の
出
版
を
記

念
し
て
の
演
奏
会
で
す
。

出
　
演
／
棟
居
淳
、
渡
部
力
也
（
ウ
ク
レ
レ
＆
ギ
タ
ー
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ち
あ
き
な
お
み
＝
黄
昏
の
ビ
ギ
ン
、
ウ
ル

フ
ル
ズ
＝
明
日
が
あ
る
さ
、
山
口
百
恵
＝
い
い
日
旅
立
ち
、

高
橋
真
梨
子
＝
桃
色
吐
息
、中
島
み
ゆ
き
＝
地
上
の
星
、他

入
場
料
／
前
　
売
　
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
当
　
日
　
２
、５
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
棟
居
淳
音
楽
室

お
問
い
合
わ
せ
／
棟
居
☎
０
２
６
３
（
４
８
）
０
２
６
９

信
州
の
山
の
中
か
ら
沖
縄
の
熱
い
風
を

伝
え
て
８
回
目
。
今
年
は
沖
縄
で
最
も

大
切
な
「
慰
霊
の
日
」
の
開
催
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
ず
っ
と
忘
れ
て
は
い
け
な

い
事
、
ず
っ
と
語
り
続
け
る
心
」
沖
縄

で
は
欠
か
せ
な
い
「
か
ぢ
ゃ
で
ぃ
風

説
」
か
ら
「
唐
舟
ど
ー
い
」
ま
で
沖
縄

を
丸
ご
と
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

出
　
演
／
さ
ん
し
ん
倶
楽
部
ニ
ラ
イ
カ

ナ
イ
、
沖
縄
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
、
な
ん
く

る
な
い
さ
ー
ず
、
さ
ん
さ
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
沖
縄
民
謡
、
沖
縄
ポ
ッ
プ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
、
他

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

　
　
　
　
中
学
生
以
下
、
60
歳
以
上
　
無
料

主
　
催
／
信
州
お
き
な
わ
遊
び
実
行
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
／
宮
澤
☎
０
２
６
３
（
４
８
）
１
４
１
１

４
年
前
に
音
楽
好
き
の
医
学
生
に
よ
っ

て
創
立
さ
れ
た
若
い
楽
団
で
す
。
年
２

回
の
定
期
演
奏
会
や
病
院
内
コ
ン
サ
ー

ト
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
交
響
曲
の
基
礎
を
築
い
た
ハ
イ
ド
ン

を
取
り
上
げ
る
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
映

画
音
楽
を
演
奏
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ハ
イ
ド
ン
＝
交
響
曲
第

1
0
1
番

ニ
長
調
「
時
計
」、
他

入
場
料
／
無
料
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／

信
州
大
学
医
学
部
室
内
楽
団

お
問
い
合
わ
せ
／森

川
☎
０
９
０
（
４
９
１
２
）
１
１
９
９

３
家
族
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
合
唱
団
と
し

て
発
足
し
て
10
数
年
。
２
０
１
０
年

に
続
い
て
２
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
毎
年
出
場

し
て
い
る
実
力
を
、
ア
カ
ペ
ラ
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
で
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

指
　
揮
／
清
住
真
達
、
山
崎
真
一

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
松
下 

耕
＝
混
声
合
唱

の
た
め
の
小
組
曲
「
胸
の
な
か
の
風

景
」
よ
り
、
木
島 
始
（
作
詞
）・
信

長
貴
富
（
作
曲
）
＝
無
伴
奏
混
声
合
唱
の
た
め
の
「
フ
ァ

ラ
ウ
ェ
イ
」、
ブ
ス
ト
＝
ミ
サ 
プ
ロ 

デ
フ
ン
ク
ト
ゥ
ス

入
場
料
／
高
校
生
以
上
　
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】

主
　
催
／
コ
ー
ロ 

カ
ン
パ
ー
ニ
ャ

お
問
い
合
わ
せ
／
丸
山
☎
０
２
６
３
（
８
２
）
３
８
７
８

こ
の
ペ
ー
ジ
は
４
月
１
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
開
演
時
間
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ゲイリー・バートン 小曽根　真

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

第
８
回

信
州
お
き
な
わ
遊
び

6/

23日

■
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

6/

29土

信
州
大
学
医
学
部
室
内
楽
団

第
８
回
定
期
演
奏
会

■
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　
■
19
‥
00

小
曽
根
真
＆
ゲ
イ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン

│
グ
ラ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
ス
ー
パ
ー
・
デ
ュ
オ
│
リ
サ
イ
タ
ル

6/

21金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

6/

22土

出
版
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

『
ウ
ク
レ
レ
で
楽
し
む
Ｊ
│
Ｐ
ｏ
Ｐ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

■
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　
■
18
‥
30

松
本
混
声
合
唱
団

第
40
回
記
念
演
奏
会

6/

22土

■
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
　
■
14
‥
00

コ
ー
ロ 

カ
ン
パ
ー
ニ
ャ

セ
カ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

6/

日30



 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
名
門
「
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
」
の
演
奏
会

が
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
至
高
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
指
揮
者
で
あ
り
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
ハ
ン
ス

イ
ェ
ル
ク
・
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
と
、
ホ
ー
ル
運
営
委
員
で
あ
り
、

ご
自
身
で
も
オ
ー
ボ
エ
を
演
奏
す
る
降
旗
信
一
さ
ん
が
対
談
し
ま
し
た
。

降
旗
（
以
下
Ｆ
）
本
番
前
の
お
忙
し
い
時
間
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
が
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
オ
ー
ボ
エ

の
ソ
リ
ス
ト
に
な
ら
れ
た
頃
、
オ
ー
ボ
エ
を
始
め
ま
し
た
。
シ
ェ
レ
ン
ベ

ル
ガ
ー
さ
ん
の
オ
ー
ボ
エ
を
聴
い
て
、
一
層
音
色
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
は
13
歳
か
ら
オ
ー
ボ
エ
を
始

め
た
そ
う
で
す
が
、
オ
ー
ボ
エ
と
出
会
わ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
（
以
下
Ｓ
）
６
歳
の
頃
、
家
に
あ
っ
た
リ
コ
ー
ダ
ー

な
ど
の
楽
器
を
演
奏
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
10
歳
の
頃
か
ら
徐
々
に

自
分
の
演
奏
に
自
信
を
も
ち
始
め
、
「
も
っ
と
楽
器
を
や
り
た
い
」
、
そ

し
て
子
ど
も
な
が
ら
に
「
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に

目
覚
め
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
他
の
楽
器
を
試

し
て
み
て
い
る
う
ち
、
後
に
私
の
師
匠
と
な
る
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ク
レ
メ

ン
ト（
※
１
）
の
演
奏
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
を
聴
い
て
、
こ

れ
が
自
分
の
や
り
た
い
楽
器

だ
と
確
信
を
も
ち
ま
し
た
。

Ｆ
　
私
自
身
は
初
め
て
生
の

オ
ー
ボ
エ
の
音
に
接
し
た
の

が
、
ロ
ー
タ
ー
・
コ
ッ
ホ（
※

２
）
の
長
野
で
の
リ
サ
イ
タ
ル

で
す
。
オ
ー
ボ
エ
の
世
界
で

も
昔
は
フ
ラ
ン
ス
だ
と
か
、

ド
イ
ツ
だ
と
か
の
、
い
ろ
い

ろ
な
国
や
地
域
の
特
色
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
今
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

Ｓ
　
第
二
次
世
界
大
戦
を
機
に
、
確
か
に
大
き
く
変
わ
っ
て
来
て
い
ま

す
。
戦
争
の
前
後
で
は
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
て
、
以
前
は
ド
イ
ツ
オ
ー

ボ
エ
の
音
色
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
薄
い
、
厚
み
の
な
い
音
で
し
た
。
そ

れ
が
戦
後
に
な
っ
て
、
ロ
ー
タ
ー
･
コ
ッ
ホ
な
ん
か
も
そ
う
で
す
が
、
フ

ラ
ン
ス
ら
し
い
、
ま
た
新
し
い
、
ダ
ー
ク
で
も
っ
と
丸
み
の
あ
る
音
を
出

す
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
国
家
観
に
立
っ
て
い
る
よ
う

な
音
だ
っ
た
の
で
す
が
、
徐
々
に
国
で
は
な
く
、
個
人
の
音
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
中
で
吹
く
と
い
う

こ
と
は
他
の
楽
器
と
の
調
和
が
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
ス
タ
イ
ル
だ
け
を

固
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｆ
　
私
に
と
っ
て
鮮
烈
だ
っ
た
の
が
、「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ウ
ィ
ー
ン
・

ベ
ル
リ
ン
」
に
よ
る
演
奏
で
し
た
。
一
番
最
初
の
Ｃ
Ｄ
が
出
た
時
に
、
ウ

ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
人
と
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
人
が
一
緒
に
演
奏
し
て

い
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

Ｓ
　
そ
う
で
す
ね
。
違
い
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
オ
ー
ボ
エ
や
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ホ
ル
ン
に
少
し
だ
け
。
そ
の
他
は
24
カ
国
籍
の
団
員
が
集
ま
る

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
20
カ
国
籍
か
ら
な
る
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
。
共
に

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
卓
越
し
た
技
術
を
も
つ
２
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
精

鋭
た
ち
は
互
い
に
友
人
で
あ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
で
も
、
ベ
ル
リ
ン
で
も
、

ま
し
て
敵
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　

Ｆ
　
両
者
が
一
緒
に
演
奏
す
る
と
い
う
凄
さ
、
そ
し
て
、
今
日
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
化
し
て
き
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
、
ま
さ
に
先
駆
け
の
よ
う
な
存

在
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
　
二
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
か
つ
て
一
度
も
一
緒
に
演
奏
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
し
て
先
駆
者
を
意
識
し
た
わ
け
で
な
く
、
偶
然

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
一
緒
に
楽
し
く
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
し
た

が
、
と
て
も
楽
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
国
境
を
越
え
て
確
立
さ
れ
ま
し

た
。

Ｆ
　
私
も
木
管
五
重
奏
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
（
写

真
を
提
示
）
お
手
本
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
会

を
20
年
続
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
我
々
（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ウ
ィ
ー

ン
・
ベ
ル
リ
ン
）
は
来
年
30
周
年
を
迎
え
、
日
本
で
も
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

す
の
で
是
非
松
本
に
も
来
た
い
で
す
。
そ
の
時
は
１
日
、
フ
リ
ー
の
日
を

設
け
て
く
だ
さ
い
（
笑
）。

Ｆ
　
松
本
の
話
題
が
で
ま
し
た
が
、
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

Ｓ
　
松
本
に
来
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
光
栄
で
、
非
常
に
心
地
よ
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
素
晴
ら

し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
に
も
費
や
す
時
間
も
多

く
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
最
高
の
演
奏
を
目
指
し
て
楽
し

い
ツ
ア
ー
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
　
今
は
と
て
も
紅
葉
が
き
れ
い
な
季
節
で
す
ね
。

Ｓ
　
素
晴
ら
し
い
で
す
。
名
古
屋
か
ら
松
本
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
た
の
で

す
が
、
山
々
の
紅
葉
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

Ｆ
　
オ
ー
ボ
エ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル 

イ
ン 

軽
井
沢
の
審
査
委
員
長
も
つ
と

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
若
手
の
オ
ー
ボ
エ
演
奏
家
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
　
今
回
の
オ
ー
ボ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
も
運
営
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま
し

た
。
ま
た
応
募
者
は
１
６
０
名
を
超
え
、
そ
の
中
か
ら
最
終
的
に
55
名
に

し
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
人
は
特
に
い
い
成
績
を
残
し
、
２
人
が

２
位
３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
技
術
を
も
っ
て

い
る
中
で
、
一
つ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ら
ば
、
ず
っ
と
続
け
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
も
韓
国
も
中
国
も
、
ア
ジ
ア
全
体
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
々
と
の
違
い
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
聴
衆
に
対

し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
き
れ
い
に
吹
く
だ
け
で
な
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が

何
を
言
い
た
い
の
か
を
読
み
取
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
性
や
強
烈
な
個

性
、
主
張
を
も
っ
と
も
っ
と
し
て
い
か
な
い
と
、
真
の
オ
ー
ボ
エ
吹
き
に

は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
も
間
違
い
な
く
一
位

で
疑
い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
を
も
っ
と
表
現
で
き
れ
ば
演

奏
と
し
て
よ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｆ
　
リ
ハ
ー
サ
ル
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弦
楽
器
に
対
し
て
か

な
り
細
か
い
指
示
を
さ
れ
て
い
て
、
音
楽
を
作
り
上
げ
て
い
く
様
子
を
垣

間
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
メ
ン
バ
ー
も
若
手
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多
い
と
伺
い
ま
し
た
が
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ｓ
　
活
発
に
た
く
さ
ん
話
を
す
る
こ
と
で
す
。
弦
に
は
強
弱
を
求
め
て
い

ま
す
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
よ
り
、
む
し
ろ
音
楽
の
言
語
性
を
よ
り
追
及
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｆ
　
最
後
に
、
子
供
た
ち
、
管
楽
器
を
演
奏
す
る
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
　
子
供
た
ち
と
い
う
よ
り
、
特
に
ご
家
族
、
ご
両
親
の
方
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
子
供
た
ち
に
楽
器
を
習
わ
せ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
音
楽
に
は
人
間
形
成
に
必
要
な
大
切
な
要
素
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
双
方
の
文
化
が
交
わ
る
中
で
、

知
識
を
増
や
す
と
い
う
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
は
い
く
ら
Ｉ
Ｔ
技

術
が
進
化
し
て
も
普
遍
的
な
も
の
な
の
で
、
普
遍
な
も
の
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
音
楽
を
学
ぶ
場
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
1
　
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ク
レ
メ
ン
ト
（
1
9
3
4
│

2
0
0
1
）

　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ボ
エ
奏
者

※
2
　
ロ
ー
タ
ー
・
コ
ッ
ホ
（
1
9
3
5
│

2
0
0
3
）

　
　
　
　
　
カ
ラ
ヤ
ン
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、

　
　
　
　
　
黄
金
期
の
首
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
に
も
出
演
。
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聞き手／降旗信一

カメラータ・ザルツブルク
指揮・オーボエ／ハンスイェルク・シェレンベルガー

Talk
対談日／2012年11月9日（金）

降旗信一さん、シェレンベルガーさん

※ご本人様のみ登録可。



休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円） 催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円） 催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

1４

ハーモニーメイト会員数（4月1日現在）

合計　1,376　人
・賛助会員9団体・広告主25団体

○個人会員　 234　人
○家族会員　 960　人　306家族
○団体会員　 182　人　19団体

■プレイガイド
［松本市／市外局番０２６３］
井上チケットぴあ　３４-３６５５／ライオン堂高宮店　２６-９２３４／ミュージックプラザ・オグチ　３５-５５６８／カタクラモール　３６-５１１１
音楽社　３２-９８８８／クレモナ　３２-８１６９／コダマ楽器　３３-２６８８／まつもと市民芸術館　３３-３８００
松本市波田文化センター（アクトホール）　９２-７５０１／EVENT-NAGANO（ネット販売） www.event-nagano.net/
［長野市］ながの東急　０２６-２２６-８１８１［伊那市］イチコー　０２６５-７８-０７００
※ハーモニーメイトの割引チケットは、「ザ・ハーモニーホール」のみで取り扱いとなります。

（新田）57-0285

（渡辺）57-7982

9：30 無料ピアノ教室合同発表会

第12回あんさんぶるＫＥＹ 19：00
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メ　イ　ン　ホ　ー　ル 小　ホ　ー　ル

6　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

2
日

3
月

4
火

5
水

6
木

7
金

8
土

9
日

10
月

11
火

12
水

13
木

14
金

15
土

16
日

17
月

18
火

19
水

20
木

21
金

22
土

23
日

24
月

25
火

26
水

27
木

28
金

29
土

30
日

1
土

（林）86-8746
クール・ディマーンシュ
15周年記念コンサート

14：00

信州大学医学部
室内楽団
第8回定期演奏会

（森川）
090-4912-1199

14：00 無料

コーロ　カンパーニャ
セカンドコンサート

（丸山）82-387814：00

桐朋学園大学附属
「子供のための音楽教室」
諏訪・松本教室発表演奏会

（鵜生川）
090-4173-4626

14：00 無料

第29回大正はーぷ
アンサンブル
発表会

（小林）33-210512：50 無料

北野建設㈱松本北和会
平成25年度安全大会

（小島）35-611713：00 無料

出版記念コンサート
ウクレレで楽しむ
J-PoPセレクション

（棟居）48-026914：00

第８回
信州おきなわ遊び

（宮澤）48-141114：00

二十五絃箏コンサート （田中）25-870919：00

無料10：00
芳川小学校
68-2030

長野県合唱大会
中信ブロック大会
課題曲講習会

1,000未定 （中西）57-6329
ＮＰＯ法人ケ・セラ
第10回定期演奏会

10：00
松本蟻ヶ崎高校
32-0005

中信高等学校
合同演奏会

1,000

無料

13：30
（春日）

090-9667-7740
松本ウィンズコンソート
第20回定期演奏会

無料13：30
松本市危機管理課
33-9119

平成25年度
市民防災研修

18：30
（竹内）

070-5540-9093
松本混声合唱団
第40回記念演奏会

19：00 ザ・ハーモニーホール
47-2004

★
小曽根 真＆Ｇ．バートン
デュオリサイタル

10019：00 ザ・ハーモニーホール
47-2004

おしゃべりコンサート38
～ファゴットとの共演～

（ムジカコンパス）
26-4762

合木こずえとはざまゆかの
世界を旅する
映画音楽Vol.3

14：00 2,000

（高木）77-6517
中信音楽教室連合会
発表会 13：30 無料

（草深）47-2839
草深・桜井音楽教室
ピアノ等発表会 未定 無料

（内方）28-2915
実年ピアノ・サックス・
マリンバを楽しむ会
10周年記念発表会

実年ピアノ・サックス・
マリンバを楽しむ会
10周年記念発表会

10：00 無料

（内方）28-29159：30 無料

5,000
メイト

3,000
大学生以下

6,000
一般

（臼井）72-6910

（宮下）33-6375

13：00 無料

無料

クライスF　21stピアノ発表会

宮下・小澤ピアノ教室発表会 18：30

メ　イ　ン　ホ　ー　ル 小　ホ　ー　ル

5　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

2
木

3
金

4
土

5
日

6
月

7
火

8
水

9
木

10
金

11
土

12
日

13
月

14
火

15
水

16
木

17
金

18
土

19
日

20
月

21
火

22
水

23
木

24
金

25
土

26
日

27
月

28
火

29
水

30
木

31
金

1
水

松本市健康づくり課
34-3217

松本市健康づくり推進員
連合会・総会　特別講演会

13：00 無料

合同発表会
（小口）

080-1069-6241
14：00 無料

第４回松本讃美歌を
うたう会演奏会

（赤尾）
080-1011-5640

14：00 無料

14：00 ザ・ハーモニーホール
47-2004

★リニューアルオープン記念
　　特別演奏会
　　アンサンブルofトキョウ

無料未定 松本市上下水道局
48-6820

指定工事店研修会

1,00019：00 （田口）82-8566
ベーレンコール
コンサート21

10019：00 ザ・ハーモニーホール
47-2004

おしゃべりコンサート37
2台のオルガンの聴き比べ

10019：00 ザ・ハーモニーホール
47-2004

おしゃべりコンサート37
2台のオルガンの聴き比べ

関係者

未定

未定

未定

未定

菅野中学校
58-2056

松本市中学校
鑑賞音楽会

2,00013：30 ザ・ハーモニーホール
47-2004

桒形亜樹子
チェンバロリサイタル

（松田）
090-1119-2782

第11回
松田歌謡教室発表会 13：00 無料

（藤岡）78-3201
グリーンバード安曇野
カラオケ発表会 9：30 無料

3,000
メイト

5,000
一般

《ご意見・お問い合わせは》

ザ・ハーモニーホール
ハーモニー編集室
〒３９０－０８５１　松本市島内４３５１

ＴＥＬ．０２６３－４７－２００４

ＨＰ．Ｈａｒｍｏｎｙｈａｌｌ．ｊｐ

★はハーモニーメイト割引のあるコンサートです。

1,000
高校生以下
2,000

500
学生

1,000
一般

1,000
高校生以上

500
中高校生

1,000
大人

1,000
中学生以下

2,000
一般

2,500
当日

2,000
前売

無料

中学生以下
60才以上

1,000


